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特長

作物名

ねぎ

適用病害名

黒腐菌核病
白絹病
白絹病
さび病
黒斑病
葉枯病

小菌核腐敗病

希釈倍数

1000～
2000倍

2000倍

使用液量

1ℓ/m2

100～300ℓ
/10a

使用時期

生育期
但し、収穫14日前まで

収穫前日まで

本剤の
使用回数

2回以内

2回以内

使用
方法
株元
灌注

散布

ペンチオピラドを含む
農薬の総使用回数

4回以内
株元灌注は2回以内、
散布は2回以内

2016年3月末日の登録内容

■使用上の注意事項
●使用前によく振ってから使用してください。
●薬剤耐性菌の出現を防ぐため、本剤の過度の連用はさけ、なるべく作
用性の異なる薬剤との輪番で使用してください。
●空容器は圃場などに放置せず、適切に処理してください。
●ぶどうの幼果期（小豆大）以降の散布は、果粉が溶脱するおそれがあ
るので使用を避けてください。
●本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法を誤らないように
注意してください。とくに適用作物群に属する作物又はその新品種に
本剤をはじめて使用する場合は、使用者の責任において事前に薬害の
有無を十分確認してから使用してください。なお、病害虫防除所等関
係機関の指導を受けることをお勧めします。

■安全使用上の注意
●本剤は眼に対して弱い刺激性があるので眼に入らないよう注意してく
ださい。眼に入った場合には直ちに水洗してください。
●本剤は皮膚に対して弱い刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意
してください。付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落としてくだ
さい。
●水産動植物(魚類)に影響を及ぼす恐れがあるので、河川、養殖池等に
飛散、流入しないよう注意して使用してください。

■使用上の注意事項
●使用前によく振ってから使用してください。
●薬剤耐性菌の出現を防ぐため、本剤の過度の連用はさけ、なるべく作
用性の異なる薬剤との輪番で使用してください。
●空容器は圃場などに放置せず、適切に処理してください。
●ぶどうの幼果期（小豆大）以降の散布は、果粉が溶脱するおそれがあ
るので使用を避けてください。
●本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法を誤らないように
注意してください。とくに適用作物群に属する作物又はその新品種に
本剤をはじめて使用する場合は、使用者の責任において事前に薬害の
有無を十分確認してから使用してください。なお、病害虫防除所等関
係機関の指導を受けることをお勧めします。

■安全使用上の注意
●本剤は眼に対して弱い刺激性があるので眼に入らないよう注意してく
ださい。眼に入った場合には直ちに水洗してください。
●本剤は皮膚に対して弱い刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意
してください。付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落としてくだ
さい。
●水産動植物(魚類)に影響を及ぼす恐れがあるので、河川、養殖池等に
飛散、流入しないよう注意して使用してください。

殺菌剤

①登録適用内容が充実しており同時防除薬剤として使用
できます。

②既存の薬剤に耐性を示す病原菌に対し優れた効果を
示します。

③発病前に処理（予防的な処理）することで高い効果が
期待できます。

④土壌病害（白絹病、黒腐菌核病）の発生で問題になって
いる場合は、土壌燻くん剤との体系処理をお勧めし
ます。

①登録適用内容が充実しており同時防除薬剤として使用
できます。
②既存の薬剤に耐性を示す病原菌に対し優れた効果を
示します。
③発病前に処理（予防的な処理）することで高い効果が
期待できます。

④土壌病害（白絹病、黒腐菌核病）の発生で問題になって
いる場合は、土壌くん蒸剤との体系処理をお勧めし
ます。

適用病害及び使用方法（抜粋）

農林水産省登録：第22209号
有効成分：ペンチオピラド･･･20.0％
人畜毒性：普通物※
※｢毒物および劇物取締法｣（厚生労働省）に基づく、特定毒物、
　毒物、劇物の指定を受けない物質を示す。

上記の他にキャベツ、はくさい、ブロッコリー、きゅうり、すいか、メロン、トマト、ミニトマト、ピーマン、なす、ししとう、かぼちゃ、にがうり、
ズッキーニ、オクラ、いちご、豆類（未成熟）、レタス、非結球レタス、にら、にら（花茎）、たまねぎ、アスパラガス、にんじん、しそ、小粒核果類、もも、
ネクタリン、おうとう、なし、ぶどう、りんご、かんきつ、かき、花き類・観葉植物にも登録があります。

上記の他にキャベツ、はくさい、ブロッコリー、きゅうり、すいか、メロン、トマト、ミニトマト、ピーマン、なす、ししとう、かぼちゃ、にがうり、
ズッキーニ、オクラ、いちご、豆類（未成熟）、レタス、非結球レタス、にら、にら（花茎）、たまねぎ、アスパラガス、にんじん、しそ、小粒核果類、もも、
ネクタリン、おうとう、なし、ぶどう、りんご、かんきつ、かき、花き類・観葉植物にも登録があります。

■ねぎの作型と主な病害の発生時期

■土壌病害（白絹病、黒腐菌核病）防除方法のご提案

■ネギ黒腐菌核病菌の生活環

主な病害部位 葉 根・葉鞘

定植 秋冬採り

定植 夏採り

定植 初夏採り

定植春採り

葉枯病 葉枯病

さび病

黒斑病黒斑病

小菌核腐敗病 小菌核腐敗病

白絹病

黒腐菌核病 黒腐菌核病

さび病

アフェットフロアブルの適用病害のみ抜粋

育苗期 定植 生育期 収穫期定植前

土寄せ時 土寄せ時 土寄せ時

くん蒸剤処理

4回以内
株元灌注は2回以内、
散布は2回以内

菌糸

隣接株に次々に侵入

菌核

（ （ （ （

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

定植前の土壌くん蒸と生育期のアフェットフロアブルの体系処理により、
高い防除効果が期待できます。

ネギ黒腐菌核病は、前年の植物残渣や菌核から伸長した菌糸により感染し、
隣接株に感染を繰り返して蔓延します。

散布処理
または
灌注処理

灌注処理

散布処理
または
灌注処理

散布処理
または
灌注処理

発芽を阻害

菌糸伸長を阻害

菌核形成を阻害

菌糸伸長

菌糸発芽

ぺンチオピラドを含む
農薬の総使用回数

菌糸侵入

発病

菌核形成

定植にともない
菌糸発芽や菌糸伸長

被害残渣や
土中で越夏菌糸が

植物に到達

収穫

定植


